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はじめに

愛知県におけるコウモリ類を宿主とする外部寄生
のハエ目昆虫は，キクガシラコウモリから採集され
たクモバエ科のウエノクモバエ Phthiridium hindlei 
(Scott, 1936) とコウモリバエ科のカノウコウモリバエ
Brachytarsina kanoi Maa, 1967 の 2 種が知られており，
ともに東栄町（東三河地方）のみから記録されている

（Mogi et al., 2002）．
コウモリ類の外部寄生昆虫は，日本国内からカメム

シ目やノミ目，ハエ目の 3 目 4 科 24 種が知られてい
るが（中村ほか，2014；Kinjo et al., 2015；中村ほか，
2016；林ほか，2016），主に宿主の体表やそのコロニ
ーより得られる事から，報告例は限られている．

著者らは，「あいちコウモリ調査隊」の活動として，
海上の森センター周辺（愛知県瀬戸市海上町ほか）に
おけるコウモリ類の生息状況調査を実施しているが

（橋本，2019），活動の一環として実施したコウモリ類
の標識調査時にキクガシラコウモリの体表から瀬戸市
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第 1 図．ウエノクモバエ．



40 澤田宗一郎・立脇隆文・大村　宏・橋本　肇

（尾張地方）から初記録となるウエノクモバエ（体長：
3 mm）を確認したので，その報告を行う．

記　録

ウエノクモバエ Phthiridium hindlei (Scott, 1936) 
　（第 1 図）
　標　本：1ex., 愛知県瀬戸市海上町 , 21. III. 2020, 澤
田宗一郎・大村　宏採集．
　寄　主：キクガシラコウモリ　
　　　　　Rhinolophus ferrumequinum (Schreber, 1774)

　確認状況：標識調査の際に，キクガシラコウモリ
の体表から確認された（第 2 図）．動きは素早く，宿
主の体毛間に潜り込む等，採集に苦労した．採集し
たクモバエは，酢酸エチルで殺虫処理して持ち帰り，  
Maa (1967) 及び Sato & Mogi (2015) を参考にして同定
した．

なお，本調査は，鳥獣捕獲許可（令和元年度　尾第
24 号）及び県有林野地内作業許可（30 海上第 211 号）
を得て行われた．標本は，著者の一人澤田が保管する．
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第 2 図．ウエノクモバエの採集状況．


